〇感染拡大防止の注意
[bookmark: _GoBack]参加者の安全を確保し、感染症拡大防止するため、以下のことを遵守できない参加者には、大会前・大会中に関わらず参加資格を取り消したり、途中退場を求めたりすることがある。大会参加校、参加者は「保護者同意書（様式１）」を学校長へ提出、「体調チェック表（様式2）」を大会開催日（２枚必要）ごとに県協会に提出（当日受付に提出）、「行動歴記録シート（様式３）」を記入して参加する。
（１）次の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせる
①　体調がよくない（例：平熱を越える発熱・咳・倦怠感などの症状がある）
②　嗅覚や味覚の異常がある
③　新型コロナウイルス感染症とされた者との濃厚接触がある
④　同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる
⑤　過去14 日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある
（２）マスクの持参・着用
競技を行っていない時、会話をする時にはマスクを着用する
（３）手洗い、アルコール等による手指消毒等による日常の感染症予防の実施
　　　参加者はマイタオルを持参し、タオルの共用をしない
（４）会場内使用する物品の消毒について
感染拡大予防として、各所で使用する物品は、原則各学校、選手で消毒をする。特に、コートサイドのベンチ（主催者側で消毒薬を準備する）や観客席（各学校で消毒薬を準備する）の使用後は消毒を必ずする。
（５）大会会場内に関する確認
1 会場出入口等のドアは常時開放する（換気とドアへの接触を防ぐため）。
2 下駄箱の利用は禁止する（各自ビニール袋を準備し、自己管理する）。
3 参加者の待機スペースはアリーナ内観客席とし、各学校使用場所を指定し、席の移動を禁止する。
4 更衣室の使用範囲を更衣のみとし、シャワー・ロッカーの使用を禁止する。
5 食事場所は、飛沫が発生し感染リスクが高いことから、密にならないように感染防止を徹底する。原則、屋外または各校に割り当てられた席で食事を摂り、少人数・短時間で済ませる。
6 会場内では、持参したIDカードを身に着けておく（IDカードは各校で印刷をして当日持参する。カードケースが無い学校は専門部に申し出る）。
（６）会場への入場について（無観客で実施する）
①入場を認める者
ア）中体連、高体連、県協会などの役員及び補助員、当該競技参加校の部顧問（外部指導者含む）、選手、その他県協会で許可を得た者。
イ）入場を認められた者であっても、次の②の事項に該当する者は会場への入場を認めない。
②以下の事項に該当する者は会場への入場を認めない
ア）エントリー選手が保護者同意書（様式１）を学校長へ提出していない者。
イ）体調チェック表（様式２）を県協会に提出していない者。
ウ）体調チェック表（様式２）で、いずれかの項目に該当する者。
エ）試合開催２週間前の行動歴記録シート（様式３）を記入していない者。なお、様式３は、大会終了後２週間は自宅で保管しておくこと。
オ）過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合。
（７）他の参加者、大会関係者等との距離の確保（できるだけ2m 以上）
（８）大きな声での会話や応援（声援）の禁止
（９）試合終了後は、速やかに体育館を退場する。
（10）ゴミは、各自持ち帰り自宅で処分する。
（11）会場等で急に風邪症状の生徒が出た場合は、当該校責任者が保護者に連絡し帰宅させる。その場合、他の生徒等への健康観察を徹底させる
（12）受付時に各校の顧問は、体調チェック表（様式2、自宅で検温）を県協会に提出する。
（13）感染防止のために主催者が決めた措置の遵守、主催者の指示に従う
（14）大会終了後2週間以内に、新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、中体連・高体連バドミントン専門部及び県協会に速やかに報告する。その際に、濃厚接触者の有無についても報告する。
（15）大会期間中に感染等が判明した場合
①　大会に参加していた選手、部顧問、役員等関係者の感染が判明した場合、感染者及び濃厚接触者に特定された者は、大会継続中である場合は行動自粛が解除されるまで大会に参加できない。
2 該当競技参加者は、保健所などの聞き取り等に協力し、その指示に従うとともに、感染拡大防止に努めるよう指導すること。
3 該当競技の継続中止判断については保健所などの指導に従い主催者で判断し、継続が可能な場合はその後の試合の組合せ等について主催者側で決定する。
（16）各校顧問の先生は、選手に感染拡大防止による大会運営方法（審判関係を含む）や会場使用方法等を周知徹底する。
